
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 1月 30日 第 10号 

きずな 

今年度の重点目標 

「学ぶ楽しさを感じ、課題を主体的に 

取り組み変容する児童の育成」 

合言葉 

★一歩前進、プラスワンで進化しよう 

絆 
明徳小学校 学校だより 

          不屈の心、輝く絆へ 

校長   山  下 礼 子  

冬休み中、静まりかえっていた校舎に子どもたちの元気な声が響き渡り、意気揚々と 3学期が

スタートしました。皆様、あけましておめでとうございます！ 

さて、皆様はスタニスラフ・ブーニンというピアニストをご存じでしょうか。１９歳で「ショ

パン・コンクール」で優勝し、世界中を熱狂させた天才ピアニストです。しかし、実は彼は病気

や大怪我に見舞われ、９年もの間、大好きなピアノを自由に弾くことができず舞台から遠ざかっ

ていました。左足の切断という危機や、思い通りに動かない左手。誰もが「復活は無理だ」と思

ったかもしれません。それでも彼は決して諦めませんでした。九死に一生を得るような苦難を乗

り越え、「それでもピアノを弾きたい」「精一杯努力して、また音楽を奏でたい」という強い願

いと血の滲むような努力を続け、ついに奇跡の復活を遂げたのです。 

実は私も十数年前に彼のピアノリサイタルへ足を運んだことがあり、 

この冬休み、彼の復活までの軌跡を綴った本と出会い、読みふけり深い感

動を覚えました。不屈の精神で立ち上がる彼の姿は、「どんなに困難な壁

があっても、強い願いと努力があれば道は必ず開ける」ということを教え

てくれています。そんな「諦めない心」を胸に迎えた２０２６年。私の今 

年の目標は「絆（きずな）」です。ご承知の通り、今年は明徳小学校を締めくくる年となります。

だからこそ、この 3学期は、6年生は小学校生活の集大成となる卒業式に向けて、1〜5年生は

次の学年へ上がるための仕上げの時期として、今まで以上に友達と「学び合い」、豊かな「思い

出」を創り、それぞれの思いを「響き合わせ」心の絆を深め、次のステージへと力強く一歩を踏

み出してほしいと願っています。 

ブーニン氏が苦難を乗り越えて新たな音楽を創り出したように、「ちょっと大変かな？」と思

うことにも、勇気を持って挑戦する気持ちを忘れずに。明徳小学校の歴史に、最高に輝く「絆」

を刻めるよう、教職員一同、一丸となって取り組んでまいります。本年も、本校の教育活動への

ご理解とご協力を、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 

２月 行事予定 
１３日（金）セレクト給食  

スキー学習予備日 
１５日（日）宮様国際スキーマラソン 
１７日（火）大妻女子大学生来校 
１８日（水） 総合「地元食材を使って」（鹿島さ 

ん来校）学校運営協議会 
１９日（木）職員会議 
２３日（月）天皇誕生日 
２４日（火）特支保護者面談週間（3/3まで） 
２７日（金）全校参観日 親子給食 

２日（月）全校朝会 
３日（火）入学説明会 
５日（木）職員会議 スキー学習 
６日（金）スノーフェステバル 児童会 

  漢字検定  
７日（土）少年団親子レク  

１０日（火）教育相談週間（13日まで） 
読み聞かせ 

１１日（水）建国記念日 
１２日（木）中学校入学説明会 



後期学校評価より  

２学期末、保護者、地域の皆様にアンケートへご協力をいただきました。皆様からいただいたご意見を明徳小
学校最後の１年の教育活動に生かしてまいります。ご協力ありがとうございました。 

 
 
 
１．保護者アンケートより 
 
★評価の高かった項目 

 ●お子さんは，自ら考え進んで行動していますか。 
 

 

 

 

学校では「子どもが主語になる授業」を研修テーマに授業づくりに取り組んでいます。これからの予測が難し
い社会を生きる子どもたちにとって「自分で考え進んで行動できる力」が大切と考えています。 
●学校はお子さんが困ったときは自分から声を賭け、助けてもらえる体制になっていますか。 
 

 

 

 
子どもたちなりに「悩み」や「不安」はあると思います。そんな子どもたちが安心して楽しく、学校に通える

ように全教職員で子どもたちを支援していきます。 
 
★３学期、来年度に向けての課題 
●お子さんは，学校に行くことが楽しいと感じていますか。 

 

 

 

 

高評価とはなっていますが、「美瑛小でも楽しく過ごせる子」を育てることが、来年度の課題となります。美
瑛小と交流学習を行い、子どもたちが安心し、希望をもって美瑛小に通えるような教育を行っていきます。 

 
★記述欄より 

「積極性を失わず、何事も楽しめる、努力できる子になってほしいです」「自分の考えをしっかりもち、相手
に伝えられる子どもになってほしい」等の保護者の願いを大切にして、子どもたちに指導していきます。 

 

２．地域アンケートより 
●学校の教育活動は，地域の協力を得ながら展開されていると思いますか。 

 
 
 
 

★記述欄より 
〇閉校はとても残念ですが、残り１年間、引き続き七彩との交流をお願い致します。 
〇来年はコミュニティ施設のオープンなど、協力しながら地域の活性化のために力を貸して頂きたい、閉校の
準備等もあるかと思いますが、よろしくお願いします。 

〇来年度で閉校となるので地域住民が参加できる行事をやってほしい。 
〇明徳の子は元気で挨拶もできて、良い教育環境で育っていると思います。今後も良き指導をお願いします。 
〇いつも行事等に参加させて頂き、ありがとうございます。大人の前でも物おじせず、積極的に地域行事に参
加してくれる子どもたちは素敵だと思います。 

 
★学校より 
・最後の１年の行事は閉校事業とも関連させながら「地域」の思いを大切にしたものにしていきます。地域の方
のご協力をお願いすることもあると思いますが、よろしくお願いします。 

・閉校に向けた教育活動については、３月の PTA総会で説明させていただきたいと考えています。 
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